
 

 

 

 

 

 

 

 

『当たり前』の質を高める 

 

 新型コロナウイルス感染症の流行は、「当たり前」であることが「当たり前」でなくなることの大変さと同時

に、「当たり前」のことが「当たり前」であり続けることの大切さ、「当たり前」のことが「当たり前」であり続け

ることの素晴らしさ、そして、「当たり前」のことが「当たり前」であり続けることの難しさを考え直す機会に

なりました。 

 

私たちの生活の中には、「当たり前」と言われることがたくさんあります。挨拶をする、親切にする、感謝

する、約束を守るなどなど。人として大切なことだと知っています。しかし、普段の生活で「当たり前のこと

を、いつでも当たり前にできています」と胸を張って言える人がどれくらいいるでしょうか。 

 プロ野球の日ハムや大リーグレンジャーズで活躍した有原航平投手が高校や大学を選んだ基準は、

「プロ野球選手を多く輩出している」とうことだったそうです。そして、入学してみると、学校生活の中には

「プロ野球選手になるための「当たり前」が数多くあった」と言っています。「集団としての当たり前の質を

高める」ことが「個々の人間性・資質・能力の向上」につながっているのだと感じました。 

 

 向陽小学校では、「先大見笑」自分から挨拶をする、「自分を大切に、他の人も大切に」思いやりの心を

もつ、チャイムの前には全員が席について学習の用意をしている、廊下は右側を静かに歩く、自分の物

は自分で管理し自分で整頓する、「ありがとう」や「ごめんなさい」、「お願いします」をしっかりと言うなど、

「きちんとできることが特別」ではなく、「きちんとできることが当たり前」となる学校を目指しています。 

 さて、家庭生活においては、挨拶、食事、睡眠、学習、運動、お手伝い、整理整頓など、家庭内での生

活習慣・学習習慣・運動習慣の『当たり前の質を高めること』が子供の成長には欠かせません。年齢と共

に、より質に高い当たり前に見直していく必要があります。 

 

 学校教育の基盤となるのは、家庭での教育です。子供たちは、家庭でしつけられたこと、家庭で学んだ

ことを学校という小さな社会の中で、いろいろな人と関わりながら良さを伸ばし、成長していきます。家庭

で学んだこと、学校で学んだことをさらに自分のものとして深めていくことで、将来、飛び立っていく社会で

生きる力を身に付けていくのです。 

 

 「学校生活での当たり前」と「家庭生活での当たり前」の質を高め、学校と家庭、そして地域の力で、子

供たちの成長につなげていきたいと思います。今後とも、保護者の皆様、地域の皆様の温かいご理解と

ご協力をお願いします。 
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２日（月）水泳学習開始 

３日（火）歯と口の健康指導 

１１日（水）スマホ・ケータイ教室（高学年） 

      メディアコントロールデイ・人権の日 

１４日（土）引き渡し訓練 

１８日（水）５年集団宿泊学習（～１９日） 

２０日（金）２年校外学習・５年生休養措置日 

２４日（火）ＳＯＳの出し方に関する教育（6年） 

２５日（水）学校保健委員会 

※変更する場合もあります。御了承ください。 

 

 

    

 ２日（火）学期末面談（～１４日） 

 ９日（水）メディアコントロールデイ・人権の日 

１０日（木）薬物乱用防止教室６年 

１９日（金）終業式 

２４日（木）水泳記録会６年生大会 

２５日（金）水泳記録会５年生大会 

  

「子供のうた」 

６年児童【はじめての電話掃除】 

６年児童【ぼくの挑戦】 

５年児童【自分流「枕草子」】  

「若い目」 

４年児童【えんぴつの気持ち】 

５年児童【そんけいする友だち】 

「こども・五・七・GO」 

４年児童 

【春風に ふわふわわたげ まう天使】 

４年児童 

【ゆらゆらと 空をおさんぽ わたぼうし】 

５年児童 

   【靴箱が 舞台に見える クラスがえ】 

   

 ５月１日（木）地震発生、そして火災発生する想定

で避難訓練を行いました。いつ起こるかわからない

地震や火災。自分はどう行動すればよいのか、自分で

考える力を育てて行くことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【しっかりと話を聞く素敵な１年生】 

  

   

 地区ＰＴＡの方々のご尽力により、集団登校が行

われています。５月１０日（土）は、集団登校班ごと

に児童と保護者の顔合わせがありました。保護者の

方々が、それぞれの地区の危険個所を説明し、安全な

登校を呼び掛けてくださいました。他校では見られ

ない、素晴らしい取組だと思います。互いを知るため

の自己紹介や仲間づくり活動も行われ、翌週の子供

たちの登校する姿は、これまで以上に、助け合う姿や

交通ルールに気を付ける姿が見られました。異学年

で行動することを通して、子供たちの他者を思いや

る気持ちの成長を感じます。保護者の方をはじめ、通

学保護員、スクールガード、地域ボランティアの皆

様、いつもありがとうございます。 

 
長年、スクールガードや校区スクールゾーン委員

会、校区安心安全ネットワーク会議等を通して、子供

たちの安全を見守り続けてくださった地域の方が御逝

去されました。心から哀悼の意を表しますとともに、

謹んでお知らせいたします。 

  

 ５月１６日（金）、鹿児島市安心安全課の方を講師

に招き、不審者対応訓練を行いました。非常階段を使

った不審者が西校舎２階に現れる想定でした。子供た

ちは、先生の指示が聞けるよう「さっと静かにする」

ことが大事だと学びました。 

また、先日の東京都での痛ましい事案も考慮し、本

校の不審者対策について、点検・見直しを図っている

ところです。ご不便をおかけしますが、下の対策への 

ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  


